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第１章 計画の概要 

 

第１節 背景・目的 

 

わが国においては、高度経済成長期に、多くの公共施設の整備が進められてきました。その当時

から建築された公共施設の建築年数は、30 年以上経過し、その多くが耐用年数を超過した状況と

なっています。そのため、このような公共施設は、今後、大規模改修や修繕、建替えが必要となっ

ています。 

地方公共団体においても、少子・高齢社会の進展、高度情報化時代の到来など、社会経済情勢が

急速に変化をしていく中で、高度化・多様化する住民ニーズに対応し、住民の皆様に満足してい

ただける行政サービスを提供していくことが求められており、そのために、財政基盤の充実が喫

緊の課題となっています。 

公共施設の老朽化は社会的な問題となっており、本町においても将来の公共施設等に係る建替

えや改修などの更新費用が増加することが予測されます。さらに、厳しい財政状況が続く中で、

今後、人口減少などにより、公共施設等の利用需要が低下していくことが予想されます。 

このような状況下で、国からも公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するため、公共施

設等総合管理計画（以下、「総合管理計画」という）の策定を要請されることとなりました。本町

においては、平成 28 年度に総合管理計画を策定しました。 

総合管理計画では、町全体の公共施設の総合的な状況把握、方針の策定を行いましたが、さらに

個別の施設毎の実行計画を策定することが求められており、具体的な対策内容や実施時期、対策

費用を考える必要があります。このため、本町の関連計画と整合を図りながら、施設の劣化状況

を踏まえ、「松野町公共施設個別計画」を策定します。 
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第２節 計画の位置づけ 

 

総合管理計画は、本町の最上位計画である「第５次松野町総合計画」を下支えする計画であり、

本計画は、総合管理計画の下位計画として位置づけられます。 

本計画では、総合管理計画に掲げる建物施設のうち（学校施設及び公営住宅）を除く施設に対

し、維持管理方針を示すとともに、施設ごとの更新・改修等の対策内容や実施時期、対策費用を示

します。 

※学校施設は学校施設長寿命化計画、公営住宅は公営住宅長寿命化計画に位置づけられますの

で、本計画には対象外となります。 

 

図表 1 計画の位置づけ 
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第３節 計画期間 

 

上位計画である総合管理計画は、公共施設を総合的かつ計画的に管理していくためには中長期

的な視点が不可欠なため、2016 年度から 2055 年度までの 40 年間に見込まれる更新費用推計に

基づき策定しました。また、2017 年度から 2026 年度までの 10 年間を第 1 期の計画期間として

いるため、本計画の計画期間も、これに合わせ 2021 年度から 2030 年度までの 10 年間とし、5

年ごとに中間見直しを行うものとします。また、社会情勢の変化や事業の進捗状況等に応じて、

計画期間中においても見直しを行うものとします。 

 

 

図表 2 計画期間 
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第４節 対象施設 

 

総合管理計画に掲げる建物施設のうち学校教育施設及び公営住宅を除く、以下の用途の施設を

本計画の対象とします。対象施設は、施設の状態等を把握し、後述の施設整備の基本的な方針等

に基づき、計画期間における対策内容等を整理します。2020 年 3 月現在で、146 施設 181 棟、

総延床面積は 36,498.13 ㎡ となっています 。 

 

図表 3 本計画の対象施設 

施設用途 施設数 棟数 延床面積(㎡) 

町民文化・社会教育系施設 62 69 10,146.70  

スポーツ・レクリエーション施設 12 18 11,141.98  

産業系施設 14 16 4,521.34  

学校教育系施設（※学校以外の施設） 1 4 1,798.03  

子育て支援施設 2 2 1,834.86  

保健・福祉施設 4 7 1,458.33  

医療施設 5 5 2,100.06  

行政系施設 15 20 2,276.16  

公園 5 5 52.70  

供給処理施設 1 1 75.56  

その他施設 11 15 955.75  

上水道施設 14 19 136.66  

合計 146 181 36,498.13  

 

※延床面積、施設数は 2020 年度末現在の総量です。 
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第２章 松野町の公共施設の現状と課題 

 

第１節 施設の保有状況 

本町が保有している公共施設は、施設用途別延床面積にみると、公営住宅が最も多く 22.9％を

占め、次いで、学校教育系施設の 20.9％、スポーツ・レクリエーション系施設の 18.1％の順に多

くなっています。 

 

図表 4 施設用途別延床面積の割合 

 

※学校教育施設及び公営住宅含む 
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築年別の整備状況をみると、昭和 28 年度から平成 29 年度の間に建設され、旧耐震基準が適用

されていた時期である昭和 56 年以前に整備された旧耐震基準の建築物が全体の約 27％、築 30

年以上の建物は約 54％を占めています。施設の耐震性確保や老朽化の進行の面で深刻な状況にあ

ることがわかります。 

図表 5 の築年別整備状況からは、昭和 50 年度ごろ公共施設が増加しています。昭和 50 年度か

ら昭和 54 年度にかけて公営住宅を建設し、昭和 59 年度から昭和 62 年度にかけて学校教育系施

設が増えています。さらに、平成 4 年度～平成 15 年度にかけてスポーツ・レクリエーション施

設が増えています。平成 25 年度には、中学校を建替えしています。 

 

図表 5 築年別整備状況 

 

  築 20 年未満 築 20-30 年 築 30-40 年 築 40 年以上 合計 

延床面積(㎡) 9,374.88 18,847.93 17,090.48 16,343.37 61,656.66 

割合(％) 15.2 30.6 27.7 26.5 100 

 

  



 

7 

 

図表 6 耐震化の状況 

 

 

 

 旧耐震基準 新耐震基準 

延床面積(㎡) 16,363 45,259 

割合(％) 27% 73% 
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第2節 施設関連経費の推移 

 

（１）歳入の状況 

歳入は、地方交付税が歳入の約 50％を占めています。地方債発行額は減少してきています

が、庁舎の建替えなど今後は増える見込みです。町税収入は、ほぼ横ばいで推移しています。

今後も経済情勢の回復が不透明なことや労働者人口の減少により、税収の大幅な増加は見込

めない状況であります。 

 

図表 7 歳入の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳入 (円)

 市町村税 分担金及び負担金 地方交付税 地方譲与税 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 歳入合計

平成27
年度

267,773,000 18,918,000 1,669,700,000 120,699,000 281,129,000 241,697,000 573,748,000 175,001,000 3,348,665,000

28年度 280,046,000 15,140,000 1,663,573,000 112,685,000 294,766,000 226,328,000 734,725,000 274,019,000 3,601,282,000

29年度 285,423,000 14,443,000 1,707,019,000 116,977,000 234,819,000 218,169,000 624,629,000 258,252,000 3,459,731,000

30年度 280,572,000 35,111,000 1,761,955,000 120,137,000 249,729,000 341,594,000 416,511,000 256,741,000 3,462,350,000

31年度 290,514,000 14,082,000 1,751,985,000 125,727,000 256,207,000 242,915,000 440,671,000 235,347,000 3,357,448,000
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（２）歳出の状況 

歳出は、施設の建設など投資的経費が増えています。人件費・扶助費・公債費などの義務的

経費も年々増加傾向にあります。今後は、庁舎建替えなどがあり歳出が増える見込みです。 

 

図表 8 歳出の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出 (円)

 人件費 扶助費 公債費 投資的経費 物件費 維持補修費 補助費等 繰出金 貸付金_積立金 歳出合計

平成27
年度

519,350,000 236,944,000 333,919,000 624,408,000 515,476,000 4,745,000 482,343,000 364,121,000 118,835,000 3,200,141,000

28年度 537,972,000 278,941,000 306,644,000 549,647,000 583,289,000 5,281,000 703,631,000 345,022,000 211,296,000 3,521,723,000

29年度 544,375,000 260,249,000 372,337,000 728,087,000 566,545,000 4,812,000 525,186,000 340,693,000 46,803,000 3,389,087,000

30年度 598,073,000 298,175,000 371,035,000 573,987,000 603,654,000 4,300,000 523,706,000 369,273,000 44,354,000 3,386,557,000

31年度 587,889,000 261,617,000 393,281,000 724,468,000 522,176,000 4,613,000 387,807,000 363,592,000 19,817,000 3,265,260,000
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（３）投資的経費の状況 

直近５年間の投資的経費は、1.7 億円から 4.3 億円の水準で推移しており、学校施設整備

事業等を実施しています。投資的経費の平均値は、教育で約 7 千万円、住宅で約 5 千万円、

その他で約１億９千万円となっています。この平均値を各施設の財政制約ラインの参考とし

ます。今後は庁舎の建設等の大規模事業が見込まれるため、この先の老朽化施設の維持更新

や大規模修繕等を行っていくためには、中長期的な見通しと財政と連動した計画的かつ戦略

的な公共施設マネジメントが重要となります。 

 

図表 9 投資的経費の推移（千円） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

千円

平成27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度 平均

教育 32,621 8,758 184,438 82,320 48,049 71,237

住宅 14,623 96,582 103,853 14,870 17,743 49,534

その他 323,311 144,677 142,924 80,706 253,297 188,983

合計 370,555 250,017 431,215 177,896 319,089 309,754
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第３章 今後見込まれる施設維持管理・更新にかかる費用 

 

第１節 施設維持管理・更新にかかる費用の推計結果 

 

本町が所有する建築系公共施設を、すべて大規模改修を実施し、現状規模のまま建て替えた場

合、今後 40 年間で 173 億円（年平均 4.3 億円）の更新費用がかかる見込みとなります。 

令和３年度から令和 12 年度までの 10 年間は大規模改修費用が発生し、10 年間の合計金額は、

約 62.8 億円となります。この 10 年間の平均金額は、約 6.3 億円になります。今後は、地方債の

残高増加や、人口減少や高齢化に伴い、税収減や社会保障費の増加が見込まれるため、公共施設

の更新費用の財源は不足することが懸念されます。 

 

図表 10 将来更新費用推計 

   

  
40 年間の平均 

約4.3 億円/年 

40 年間の総額 

約173億円 
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第２節 推計条件 

 

⚫ 計算方法：延べ床面積×更新単価※図表 参照 

 耐用年数経過後に現在と同じ延べ床面積等で更新すると仮定して計算。 

⚫ 大規模改修単価：建替えの６割と想定し、この想定の単価を設定する。 

⚫ 耐用年数：標準的な耐用年数とされる 60 年を採用することとする。 

⚫ 大規模改修：建設後 30 年で行うものとする。 

⚫ 経過年数が 31 年以上 50 年までのもの：今後 10 年間で大規模改修を行うものとして計

算。 

⚫ 経過年数が 51 年以上のもの：大規模改修は行わずに 60 年を経た年度に建替えるとして計

算。 

⚫ 耐用年数が超過しているもの：今後 10 年間で均等に更新するものとして計算。 

⚫ 建替え期間：設計、施工と複数年度にわたり費用が掛かることを考慮し、３年間として計

算。 

⚫ 修繕期間：設計、施工と複数年度にわたり費用が掛かることを考慮し、２年間として計算。 

図表 11 更新費用推計に関する設定・更新単価 

連番 施設用途分類  
大規模改修 建替え 

単価(円/㎡)  単価(円/㎡)  

1 町民文化・社会教育系施設 250,000 400,000 

2 スポーツ・レクリエーション施設  200,000 360,000 

3 産業系施設  250,000 400,000 

4 学校教育系施設  170,000 330,000 

5 子育て支援施設  170,000 330,000 

6 保健・福祉施設  200,000 360,000 

7 医療施設  250,000 400,000 

8 行政系施設  250,000 400,000 

9 公営住宅  170,000 280,000 

10 公園  170,000 330,000 

11 供給処理施設  200,000 360,000 

12 その他  200,000 360,000 

13 上水道施設 200,000 360,000 

（一般財団法人地域総合整備財団 公共施設等更新費用試算ソフトの単価参照）  
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第４章 施設整備の基本的な方針等 

 

第1節 施設マネジメントの基本方針（「公共施設等総合管理計画」より抜粋） 

総合管理計画では、公共施設を適正に管理していくために、公共施設の管理に関する目標や基

本方針を定めています。本計画は、総合管理計画の方針を具体的に実行するために策定するもの

であることから、この基本方針を踏襲します。 

 

公共施設の管理に関する目標 

公共施設については、新規整備の抑制、施設の複合化を推進することで施設総量を縮減し、将来

の更新費用の低減を目指します。（４０年間で 30％縮減） 

 

公共施設の管理に関する基本方針 

１ 新規整備は原則として行わない 

●長寿命化、維持補修計画などを適正に行い、また既存施設の有効活用を図り、新規整備は原則

として行いません。 

●町の重要施策実現のために新規整備が必要な場合は、必要性や優先順位、費用対効果を十分

に考慮して行うこととします。 

●事業手法としては、PPP/PFI などの民間活力の導入など、幅広く検討します。 

 

２ 施設の更新時には施設の複合化を検討し、ニーズに応じた機能の存続を図る 

●施設の更新を行う際は、近隣の類似施設との統合や複合化を検討します。また遊休施設の活

用、施設機能の複合化などにより、機能を集約しつつ、施設総量を縮減していきます。 

●複合施設においては、管理・運営についても一元化・効率化を図ります。また、施設の複合化

により空いた土地は、賃貸や売却などにより活用することとします。 

 

３ 将来の施設の更新費用を縮減する 

●本町の公共施設の更新費用は 40 年間で 269.1 億円を要するという試算がされており、この

額は現状の 1.6 倍です。財政状況のますます厳しくなることが予想されるため、施設総量を現

状から 30%縮減することを目標とします。 

●総人口が平成 27 年と比較して、平成 52 年までに 41%、平成 72 年までに 64%減少すると

予想されていることを踏まえ、施設を更新する際には床面積を縮小することを基本とします。 
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●近隣に重複している機能を有する施設（会議室、ホールなど）がある場合については、利用状

況やコスト状況を踏まえ、統合・整理を検討します。稼働率の低い施設は、運営改善を徹底し、

その上でなお、稼働率が低い場合は、廃止・除却を検討します。 

●改修・更新コスト、維持管理コストを縮減します。 

●バリアフリー、環境、防災などの新たなニーズに対しては、効率的な整備・対応を推進するこ

とにより、少子高齢化、人口減少に対応した持続可能なまちづくりを推進します 

 

第2節 維持管理の実施方針（「公共施設等総合管理計画」より抜粋） 

＜点検・診断等の実施方針＞ 

●定期的に点検・診断を行い、経年による施設の老朽化や機能低下の状況を把握し、対応が必要

な箇所やコストの把握を行います。 

●日常点検ができていない施設について把握を行い、点検項目・点検周期などをまとめたマニ

ュアルを作成し、日常点検を実施する体制を構築します。 

●点検・保守及び整備については、その履歴を集積・蓄積することで、老朽化対策などに活か

し、また本計画にも反映していきます。 

●耐震診断、劣化診断などの診断結果があるものはそのデータを利用し、本町で必要とする品

質・性能が把握できる評価項目について、診断を行うこととします。 

 

＜維持管理・修繕・更新等の実施方針＞ 

●既存の公共施設に対し、点検・診断を実施することによって、長期的な視点で計画的に改修等

を行う予防保全型の維持管理に努めます。また、長寿命化コストの縮減と年度間のコスト平準

化を推進します。 

●施設の状態や対策履歴等の情報を記録し、今後の点検・診断・予防保全等に活用するという、

メンテナンスサイクルを施設類型ごとに構築していきます。 

●建築後 30 年を超える施設は、大規模改修・更新の必要性について検討を行います。 

 

＜安全確保の実施方針＞ 

●危険性が認められた建物や設備については、スピード感をもって安全確保の対策を実施する

とともに、今後も利用見込みのない公共施設等については、取壊し等も含めて検討します。 

●施設の更新・建替えを検討する際には、災害安全性などを考慮した場所への設置を十分に検

討します。 
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●長寿命化や除却等を行う際は、地方債の特例措置をはじめとする、国の地方財政措置の有効

的な活用を図ります。 

 

第3節 施設長寿命化の基本方針 

 

中長期的な維持管理にかかるトータルコストの削減、予算の平準化を実現するために以下に示

すような建物を除き、長寿命化改修を実施します。 

 〇長寿命化改修しない施設 

・コンクリート圧縮強度が 13.5N/ｍ㎡以下の施設について、長寿命化適性診断の結果より長寿

命化に適さない建物 

・木造・ブロック造の建物（※適宜補修をしながら、50 年を目標に使用する） 

図表 12 老朽化対策の内容 

部分 全体 

部位修繕 長寿命化改修 

大規模改造 改築 

 

① 目標使用年数、改修周期の設定 

本町の目標使用年数は、建物の構造別に目標耐用年数が示されている「建築物の耐久計画に関す

る考え方」（社団法人日本建築学会）を総合的に勘案し、図表 13 の目標使用年数表とします。鉄筋

コンクリート造は目標使用年数を 80 年とし、大規模改造の周期を 20 年、60 年、長寿命化改修の

周期を 40 年とします。木造・ブロック造は、大規模改造の周期 25 年を実施しながら、目標使用年

数を 50 年とします。安全で安心して利用できる公共施設を継続的に使用するため、計画的に点検や

改修等を行い、施設の長寿命化を進めていく必要があります。 

 

図表 13 目標使用年数表 

鉄筋コンクリート造 鉄骨造 木造・ブロック造 

80 年 80 年 50 年 
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図表 14 長寿命化の場合の改修周期 

構造 大規模改造の周期 長寿命化改修の周期 改築 

鉄筋コンクリート造 20 年／60 年 40 年 80 年 

鉄骨造 20 年／60 年 40 年 80 年 

木造・ブロック造 25 年  50 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模改造 長寿命化改修 

経年劣化による損耗、 

機能低下に対する 

機能回復工事 

経年劣化による機能回復工事と、耐用性、快適性、 

省エネ性を確保するための機能向上工事 

・屋上防水改修 

・外壁改修 

・トイレ改修 

・内装改修 

・設備機器改修 

・劣化の著しい部位の修繕 

・故障、不具合修繕 等 

・屋上防水改修 

・外壁改修 

・トイレ改修 

・内装改修 

・設備機器改修 

・劣化の著しい部位の修繕 

・故障、不具合修繕 等 

・コンクリート中性化対策 

・鉄筋の腐食対策 

・バリアフリー改修 

・外壁、屋上の断熱化改修 

・省エネルギー機器への 

更新 
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② 長寿命化の効果 

長寿命化改修の効果としては、図表 15 のメリットとデメリットがあり、メリットとしては、工期

短縮や工事費の縮減などの工期とコスト削減の効果があります。デメリットとしては、既存躯体を

利用するため間取りなどの変更に制約がかかります。 

 

図表 15 改築と長寿命化改修のメリットとデメリット 

比較 メリット デメリット 

改  築 

・設計や施工上の制約が少ない 

 

・廃棄物が大量に発生する 

・既存建物の解体と廃棄に費

用と時間がかかる 

・工事に時間と費用がかかる 

長寿命化改修 
・工期短縮、工事費の縮減ができる 

・廃棄物が少ない 

・設計や施工上の制約が多い 

 

（学校施設の長寿命化改修の手引きより） 
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第４節 保全優先度の判定 

予防保全型の改修周期を基に、劣化状況の評価指標である施設健全度や施設重要度、単位あた

りのコストを考慮して、改修等の対策の優先順位を検討します。判定結果は、下記の図表のよう

に整理します。 

 

図表 16 保全優先度判定表 

 

施設健全度  

Ⅰ 
(40 点未満)  

Ⅱ 
(40 点以上 
50 点未満)  

Ⅲ 
(50 点以上 
60 点未満)  

Ⅳ 
(60 点以上)  

施設 

重要度Ⅰ  Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ 

施設 

重要度Ⅱ  Ⓑ Ⓒ Ⓓ Ⓔ 

施設 

重要度Ⅲ  Ⓒ Ⓓ Ⓔ Ⓕ 

保全優先順位 
表の見方 

Ⓐ群に分類した施設が最も保全優先度が高く、Ⓑ群以降は、その各番号順に優先

度は低くなります。各群内での優先度は、原則として、単位あたりのコストが高

い施設を優先しますが、各施設の状況等を考慮して判断します。 
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＜施設健全度＞ 

施設健全度は、下記の計算式で算出しています。  

健全度の計算式 

健全度=総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷60 

  ※100 点満点にするためにコスト配分の合計値で割っている。 

  ※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいることを示す。 

      計算例） 

    

 

 

 

 

 

図表 17 部位のコスト配分 

 

 

 

 

 

 

 

 

部位別劣化度の評価は、屋根・屋上、外壁は目視状況により、内部仕上、電気設備、機械設備は部位

の全面的な改修年からの経過年数を基本に下表のとおりの 4 段階で評価しています。  

 

図表 18 目視による評価基準【屋根・屋上、外壁】 

評価 基準 配点 

Ａ 概ね良好 100 点 

Ｂ 局所、部分的に劣化が見られるが、 安全上、機能上、問題なし 75 点 

Ｃ 随所、広範囲に劣化が見られ、 安全上、機能上、低下の兆しが見られる 40 点 

Ｄ 
随所、広範囲に著しい劣化が見られ、 安全上、機能上、問題があり、 

早急に対応する必要がある 
10 点 

部位 コスト配分 

１ 屋根・屋上 5.1 

２ 外壁 17.2 

３ 内部仕上げ 22.4 

４ 電気設備 8.0 

５ 機械設備 7.3 

計 60.0 

評価 評価点 配分

１　屋根・屋上 C → 40 × 5.1 ＝ 204

２　外壁 D → 10 × 17.2 ＝ 172

３　内部仕上げ B → 75 × 22.4 ＝ 1,680

４　電気設備 A → 100 × 8 ＝ 800

５　機械設備 C → 40 × 7.3 ＝ 292

計 3,148

÷ 60

52健全度
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図表 19 経過年数による評価基準【内部仕上・電気設備・機械設備】 

評価 基準（経過年数） 配点 

Ａ 20 年未満 100 点 

Ｂ 20～40 年未満 75 点 

Ｃ 40 年以上  40 点 

Ｄ 経過年数に関わらず著しい劣化が著しい場合 10 点 

施設健全度の点数に関わらず、Ｃ、Ｄ評価の部位は、修繕・改修が必要とし、Ｄ評価の部位

は、5 年以内に部位修繕を実施し、Ｃ評価の部位は、10 年以内に部位修繕を実施します。 

（ただし、建替え、長寿命化改修、大規模改修を部位修繕期間内に実施する場合を除く） 

 

図表 20 施設重要度の判定基準 

重要度 区分 例 

Ⅰ 
庁舎等、学校施設等 

避難所指定のある施設 

役場、本庁、支所 

小中学校、保育所、公民館、総合体育館 

など 

Ⅱ 
避難所指定なし かつ 

200㎡超または 2階以上 

公民館(避難所指定なし) 

体育館(避難所指定なし) など 

Ⅲ 
小規模なもの 

(200㎡以下かつ平屋) 
公営住宅(小規模)、公園、その他 

施設重要度は、本町では上記の図表 20 のとおり、３段階に重要度を分類しました。 
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判定した優先度に従って、対象施設を以下のように整理しました。 

図表 21 保全優先度判定表  

Ⅰ

(40点未満)

Ⅱ

(40点以上50点未満)

Ⅲ

(50点以上60点未満)

Ⅳ

(60点以上)

・松野町役場【廃止】 ・スポーツ交流センター【長寿命化】 ・コミュニティセンター【長寿命化】

・屋内多目的広場【長寿命化】 ・目黒基幹集落センター【長寿命化】

・松丸保育園【長寿命化】 ・吉野生交流促進センター【現状維持】

・中央診療所【長寿命化】

・吉野生公民館【長寿命化】 ・目黒ふるさと館【現状維持】 ・延野々集会所【現状維持】 ・蕨生集会所【現状維持】

・松野町緑地等利用休養施設（旧松野温泉）【現状維持】 ・芝不器男記念館【現状維持】 ・埋蔵文化財センター【現状維持】

・松野町隣保館【長寿命化】 ・松野町健康増進センター【長寿命化】 ・ふれあい交流館【現状維持】

・森の国ふれあいセンター【長寿命化】 ・向井大型作業所【現状維持】 ・虹の森公園施設【現状維持】

・松野南小学校【長寿命化】 ・ユースホステル万年荘【現状維持】

・倉庫（旧タバコ乾燥場）【長寿命化】 ・松野町農業公園【現状維持】

・松野町総合営農指導拠点施設【長寿命化】

・松野町育苗施設【長寿命化】

・松野町梅加工施設【長寿命化】

・高齢者共同生活住宅【現状維持】

・保健センター【現状維持】

・直営班事業所【長寿命化】

・山村開発町民センター【廃止】 ・谷口診療所【長寿命化】 ・向井集会所【現状維持】 ・豊盛集会所【現状維持】

・河後森城発掘調査事務所【長寿命化】 ・葛川浄水場【長寿命化】 ・目黒診療所【長寿命化】 ・豊岡前集会所【現状維持】

・小規模作業施設やまぶき庵【長寿命化】 ・葛川高区ポンプ室【長寿命化】 ・富岡地吉集会所【現状維持】

・河後森城跡【長寿命化】 ・富岡久米地集会所【現状維持】

・虹の森公園展望休憩所【長寿命化】 ・国木谷集会所【現状維持】

・吉野西レクリエーション広場休憩所【長寿命化】 ・富岡富民集会所【現状維持】

・松丸地区住民レクリエーション広場【長寿命化】 ・豊岡前5区集会所【現状維持】

・滑床養魚センター【長寿命化】 ・延野々東組集会所【現状維持】

・林業用機械保管倉庫【長寿命化】 ・豊岡前7区集会所【現状維持】

・目黒共同作業所【長寿命化】 ・五郎丸集会所【現状維持】

・豊岡後共同作業所【長寿命化】 ・豊岡前3区集会所【現状維持】

・農山村多面的機能活用施設【長寿命化】 ・鈴井集会所【現状維持】

・山菜等加工創作館【長寿命化】 ・鳥居集会所【現状維持】

・目黒特産品販売所【長寿命化】 ・奥野川本村集会所【現状維持】

・共同農機具保管施設【長寿命化】 ・奥野川多目的共同利用施設【現状維持】

・田舎みそ加工施設【長寿命化】 ・磯崎集会所【現状維持】

・農産物処理加工施設（カミナリ漬）【長寿命化】 ・葛川集会所【現状維持】

・吉野生保育園【廃止】 ・天満集会所【現状維持】

・木工工作所（旧老人憩いの家）【長寿命化】 ・奥野川下組集会所【現状維持】

・防災無線中継局【廃止】 ・河之内集会所【現状維持】

・松丸分団詰所【長寿命化】 ・西の川集会所【現状維持】

・松丸分団ポンプ車庫【長寿命化】 ・豊岡後上組集会所【現状維持】

・延野々消防車庫【長寿命化】 ・上在集会所【現状維持】

・豊岡後消防車庫【長寿命化】 ・豊岡前1区集会所【現状維持】

・豊岡前消防車庫【長寿命化】 ・上目黒集会所【現状維持】

・富岡消防車庫【長寿命化】 ・延野々住宅組集会所【現状維持】

・吉野消防車庫【長寿命化】 ・祝井集会所【現状維持】

・松野町河川公園やすらぎゾーン（上流部）【長寿命化】 ・野尻集会所【現状維持】

・奥内農村公園公衆便所【長寿命化】 ・古井谷集会所【現状維持】

・伊井公園公衆便所【廃止】 ・谷口集会所【現状維持】

・文珠公園公衆便所【長寿命化】 ・奥野川中組集会所【現状維持】

・天ヶ滝公園公衆便所【長寿命化】 ・梁瀬集会所【現状維持】

・リサイクルセンター【長寿命化】 ・西組集会所【現状維持】

・滑床公衆便所（キャンプ場）【長寿命化】 ・奥内集会所【現状維持】

・滑床レクリエーション広場便所（第２駐車場）【長寿命化】 ・小屋の川集会所【現状維持】

・滑床出合滑公衆便所【長寿命化】 ・宮川集会所【現状維持】

・吉野生山村広場付帯施設【長寿命化】 ・豊岡後12組集会所【現状維持】

・俳句の小径休憩所・便所【長寿命化】 ・上家地集会所【現状維持】

・日平鉱泉場【長寿命化】 ・古市場集会所【現状維持】

・日平鉱泉浴場【長寿命化】 ・寺組集会所【現状維持】

・滑床駐車場便所（第１駐車場）【長寿命化】 ・真土集会所【現状維持】

・松丸浄水場【長寿命化】 ・奥野川上組集会所【現状維持】

・豊岡後浄水場【長寿命化】 ・豊岡後集会所【現状維持】

・豊岡前浄水場【長寿命化】 ・延行集会所【現状維持】

・川の内ポンプ室【長寿命化】 ・豊岡町営住宅集会所【現状維持】

・富岡浄水場【長寿命化】 ・豊岡前4区集会所【現状維持】

・目黒浄水場【長寿命化】 ・山の下集会所【現状維持】

・奥野川第１浄水場【長寿命化】 ・下組集会所【現状維持】

・遊鶴羽共同浄水場【長寿命化】 ・獣肉処理加工施設【長寿命化】

・水道資材倉庫【長寿命化】 ・中央診療所医師住宅【長寿命化】

・小屋の川ポンプ室【長寿命化】 ・吉野診療所【長寿命化】

・榎谷ポンプ室【長寿命化】 ・目黒消防車庫【現状維持】

・奥野川第２浄水場【長寿命化】 ・蕨生消防車庫兼詰所【現状維持】

・使用済み乾電池保管庫【長寿命化】

・奥野川消防車庫兼詰所【現状維持】

・県境休憩所・トイレ【長寿命化】

・雪輪の滝休憩所・トイレ【長寿命化】

施

設

重

要

度

　

Ⅲ

施設健全度

施

設

重

要

度

　

Ⅰ

施

設

重

要

度

　

Ⅱ
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第５章 長寿命化の実施計画 

 

第１節 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

施設再編方針及び構造躯体の健全性、部位別劣化度を考慮し、長寿命化の効果を反映した更新

費用推計を行います。 

長寿命化型の更新では、予防保全的に長寿命化対策を行うことで、建物を保全し、躯体の耐用年

数まで使用することを目指します。躯体の目標耐用年数の中間年で、新築時の整備水準を超える

大規模改修を行い、さらに、部位の更新時期に合わせて 20 年周期で修繕を行うことで、建築物を

使用している間、建築物に求められる性能が確保できる状態を維持できるとされています。従来

型から長寿命化型に転換することで、目標耐用年数まで躯体を使用することができます。 

上記の条件での試算を行った結果、40 年間の維持・更新コスト総額は、122 億円という結果と

なり、従来型の場合より、約 51 億円コストが下回る結果となりました。 

直近の 10 年間では、長寿命化改修、大規模改修、部位改修を行い、施設の長寿命化を行います。 

長寿命化が可能な施設については、コストの削減が見込めますが、過去の投資的経費の平均を

上回る年もあるため、長寿命化以外の方針も検討する必要があります。 

 

図表 22 長寿命化型の将来更新費用推計 

 

40 年間の平均 

約3億円/年 

40 年間の総額 

約122億円 
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図表 23 長寿命化型の更新費用推計に関する設定・更新単価 

連番 施設用途分類  

大規模修繕 長寿命化改修 建替え 

建替えの 25％ 建替えの 60％ 
総務省単価に 

準拠 

周期 単価 周期 単価 周期 単価 

（年） (円/㎡)  （年） (円/㎡)  （年） (円/㎡)  

1 町民文化・社会教育系施設 20 100,000 40 240,000 80 400,000 

2 スポーツ・レクリエーション施設  20 90,000 40 216,000 80 360,000 

3 産業系施設  20 100,000 40 240,000 80 400,000 

4 学校教育系施設  20 82,500 40 198,000 80 330,000 

5 子育て支援施設  20 82,500 40 198,000 80 330,000 

6 保健・福祉施設  20 90,000 40 216,000 80 360,000 

7 医療施設  20 100,000 40 240,000 80 400,000 

8 行政系施設  20 100,000 40 240,000 80 400,000 

9 公営住宅  20 70,000 40 168,000 80 280,000 

10 公園  20 82,500 40 198,000 80 330,000 

11 供給処理施設  20 90,000 40 216,000 80 360,000 

12 その他  20 90,000 40 216,000 80 360,000 

13 上水道施設 20 90,000 40 216,000 80 360,000 

※長寿命化改修、大規模修繕については、学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 付属エクセ

ルソフト（文部科学省）の長寿命化改修、大規模改造の初期設定値を参考に設定しています。 

 

 

第2節 財政制約ラインの設定 

2015 年度から 2019 年度までの学校施設及び公営住宅を除く、公共施設にかかる投資的経費

は、年平均で約 1.9 億円です。これを毎年の更新費用の上限額（財政制約ライン）として設定し

ます。 

 

図表 24 直近 5 カ年の投資的経費 

年度 平成２７ 平成２８ 平成２９ 平成３０ 令和元年 平均 

投資的経費

（億円） 
3.2 1.4 1.4 0.8 2.5 1.9 
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第3節 長寿命化の実施計画 

長寿命化型の将来更新費用推計結果に、保全優先度の判定基準を適用し、財政制約ライン（年平

均 1.9 億円）に収まるように、平準化しました。これを基に、10 年毎の長寿命化の実施計画を作

成するが、今後、町の財政状況や社会情勢、町民ニーズ等の変化を踏まえ、5 年ごとに見直しを図

ることとする。令和３年度は、庁舎の建替えの費用が大きくなっています。 

なお、施設ごとの実施計画については、次章にとりまとめています。 

 

図表 25 長寿命化型の将来更新費用推計（平準化後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 26 長寿命化型の将来更新費用推計（施設用途別）  
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第６章 施設分類別の個別施設計画 

 

第１節 町民文化・社会教育系施設 個別施設計画 

 

【コミュニティ施設】 

コミュニティセンターは、老朽化が進行している為、今後は長寿命のための施設改修が必要に

なってきます。山村開発町民センターは、庁舎建設用地のため取壊しとなります。 

 

 

 

【集会施設】 

建物健全度が 40 点以下の施設は、吉野生公民館となっており、今後改修を予定します。 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

2 1 コミュニティセンター コミュニティセンター 総務課 1,569.74 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年8月26日 ○ 80 長寿命化 62 D Ⅰ 0

51 1 山村開発町民センター 山村開発町民センター 教育課 1,285.98 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1977年5月30日 × 50 廃止 C Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

3 1 豊盛集会所 豊盛集会所 教育課 82.12 木造 2002年1月31日 ○ 50 現状維持 65 F Ⅲ 0

4 1 豊岡前集会所 豊岡前集会所 教育課 192.23 木造 2001年2月28日 ○ 50 現状維持 91 F Ⅲ 0

5 1 富岡地吉集会所 富岡地吉集会所 教育課 196.29 木造 1998年3月23日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

6 1 富岡久米地集会所 富岡久米地集会所 教育課 82.15 木造 1997年3月17日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

7 1 国木谷集会所 国木谷集会所 教育課 82.12 木造 1997年3月17日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

8 1 富岡富民集会所 富岡富民集会所 教育課 55.05 木造 1996年3月18日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

9 1 豊岡前5区集会所 豊岡前5区集会所 教育課 64.98 木造 1995年3月1日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

10 1 延野々東組集会所 延野々東組集会所 教育課 78.51 木造 1994年3月29日 ○ 50 現状維持 77 F Ⅲ 0

11 1 豊岡前7区集会所 豊岡前7区集会所 教育課 64.98 木造 1993年3月3日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

12 1 五郎丸集会所 五郎丸集会所 教育課 97.47 木造 1992年1月29日 ○ 50 現状維持 65 F Ⅲ 0

13 1 豊岡前3区集会所 豊岡前3区集会所 教育課 42.51 木造 1990年11月16日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

14 1 鈴井集会所 鈴井集会所 教育課 82.12 木造 1991年2月21日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

15 1 鳥居集会所 鳥居集会所 教育課 64.98 木造 1991年2月21日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

16 1 奥野川本村集会所 奥野川本村集会所 教育課 45.12 木造 1991年3月28日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

17 1
奥野川多目的共同利用施

設

奥野川多目的共同利用施

設
教育課 117.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1990年3月6日 ○ 80 現状維持 72 F Ⅲ 0

18 1 磯崎集会所 磯崎集会所 教育課 64.98 木造 1989年12月14日 ○ 50 現状維持 65 F Ⅲ 0

19 1 葛川集会所 葛川集会所 教育課 64.98 木造 1989年12月14日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

20 1 天満集会所 天満集会所 教育課 132.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1990年3月26日 ○ 80 現状維持 75 F Ⅲ 0

21 1 奥野川下組集会所 奥野川下組集会所 教育課 69.49 木造 1988年12月17日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

22 1 河之内集会所 河之内集会所 教育課 49.63 木造 1988年12月24日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

23 1 西の川集会所 西の川集会所 教育課 82.12 木造 1988年12月17日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

24 1 豊岡後上組集会所 豊岡後上組集会所 教育課 105.26 木造 1988年2月14日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

25 1 上在集会所 上在集会所 教育課 77.58 木造 1988年1月19日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

26 1 豊岡前1区集会所 豊岡前1区集会所 教育課 54.15 木造 1987年12月25日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

27 1 上目黒集会所 上目黒集会所 教育課 82.12 木造 1987年12月25日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

28 1 延野々住宅組集会所 延野々住宅組集会所 教育課 55.05 木造 1982年1月17日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

29 1 延野々集会所 延野々集会所 教育課 229.99 木造 2010年3月29日 ○ 50 現状維持 D Ⅱ 0

30 1 蕨生集会所 蕨生集会所 教育課 229.16 鉄骨造 1980年5月31日 × 50 現状維持 65 E Ⅱ 0
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【集会施設】つづき 

 

 

【文化施設】 

芝不器男記念館の改修を予定します。目黒ふるさと館、埋蔵文化財センターについては、耐震・

防火対策等を実施していく必要があります。 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

31 1 祝井集会所 祝井集会所 教育課 49.68 木造 1981年12月25日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

32 1 野尻集会所 野尻集会所 教育課 63.17 木造 1979年3月31日 × 50 現状維持 72 F Ⅲ 0

33 1 古井谷集会所 古井谷集会所 教育課 72.20 木造 1980年2月29日 × 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

34 1 谷口集会所 谷口集会所 教育課 96.56 木造 1981年3月20日 × 50 現状維持 72 F Ⅲ 0

35 1 奥野川中組集会所 奥野川中組集会所 教育課 54.15 木造 1981年12月24日 ○ 50 現状維持 72 F Ⅲ 0

36 1 梁瀬集会所 梁瀬集会所 教育課 110.97 鉄骨造 1979年3月31日 × 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

37 1 西組集会所 西組集会所 教育課 96.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1981年12月24日 ○ 80 現状維持 72 F Ⅲ 0

38 1 奥内集会所 奥内集会所 教育課 63.75 木造 1980年2月25日 × 50 現状維持 72 F Ⅲ 0

39 1 小屋の川集会所 小屋の川集会所 教育課 45.13 木造 1983年1月17日 ○ 50 現状維持 72 F Ⅲ 0

40 1 宮川集会所 宮川集会所 教育課 105.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1987年3月30日 ○ 80 現状維持 75 F Ⅲ 0

41 1 豊岡後12組集会所 豊岡後12組集会所 教育課 64.98 木造 1987年3月28日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

42 1 上家地集会所 上家地集会所 教育課 112.81 木造 1986年10月28日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

43 1 古市場集会所 古市場集会所 教育課 74.90 木造 1986年12月25日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

44 1 寺組集会所 寺組集会所 教育課 36.65 木造 1983年1月17日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

45 1 真土集会所 真土集会所 教育課 69.49 木造 1984年1月8日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

46 1 奥野川上組集会所 奥野川上組集会所 教育課 69.49 木造 1984年3月29日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

47 1 豊岡後集会所 豊岡後集会所 教育課 197.98 木造 1985年3月19日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

48 1 延行集会所 延行集会所 教育課 58.66 木造 1986年1月26日 ○ 50 現状維持 62 F Ⅲ 0

49 1 豊岡町営住宅集会所 豊岡町営住宅集会所 教育課 69.82 木造 1986年1月24日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

49 2 豊岡町営住宅集会所 豊岡町営住宅集会所倉庫 教育課 5.41 木造 1986年1月24日 ○ 50 現状維持 F Ⅲ 0

53 1 目黒基幹集落センター 集落センター 教育課 448.42 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1982年6月18日 ○ 80 長寿命化 62 D Ⅰ 0

54 1 吉野生交流促進センター 吉野生交流促進センター 教育課 998.10 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1995年3月29日 ○ 80 現状維持 65 D Ⅰ 0

56 1 豊岡前4区集会所 豊岡前4区集会所 教育課 69.49 木造 2006年3月23日 ○ 50 現状維持 91 F Ⅲ 0

57 1 山の下集会所 山の下集会所 教育課 45.13 木造 1984年1月18日 ○ 50 現状維持 77 F Ⅲ 0

58 1 向井集会所 向井集会所 教育課 132.65 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1973年1月1日 × 50 現状維持 50 E Ⅲ 0

59 1 吉野生公民館 吉野生公民館 教育課 383.35 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1974年6月30日 × 50 長寿命化 37 B Ⅱ 153,340

59 2 吉野生公民館 吉野生公民館倉庫 教育課 27.20 鉄骨造 1974年6月30日 × 50 長寿命化 B Ⅱ 0

1004 1 下組集会所 下組集会所 教育課 82.12 木造 1990年3月26日 ○ 50 現状維持 75 F Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

119 1 目黒ふるさと館 主屋 教育課 121.21 木造 1991年11月10日 ○ 50 現状維持 75 C Ⅱ 0

119 2 目黒ふるさと館 長屋門 教育課 31.04 木造 1991年11月10日 ○ 50 現状維持 C Ⅱ 0

119 3 目黒ふるさと館 蔵 教育課 64.77 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1991年11月10日 ○ 80 現状維持 C Ⅱ 0

137 1 河後森城発掘調査事務所 河後森城発掘調査事務所 教育課 36.10 木造 1992年1月5日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

567 1 埋蔵文化財センター 埋蔵文化財センター 教育課 211.77 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 2011年4月1日 ○ 50 現状維持 E Ⅱ 0

602 1 芝不器男記念館 本屋（記念館） 教育課 316.34 木造 1988年3月20日 ○ 50 現状維持 66 D Ⅱ 50,000

602 2 芝不器男記念館 表門 教育課 21.66 木造 1988年3月20日 ○ 50 現状維持 D Ⅱ 0

602 3 芝不器男記念館 土蔵 教育課 55.80 木造 1988年3月20日 ○ 50 現状維持 D Ⅱ 0

602 4 芝不器男記念館 茶室 教育課 19.29 木造 1988年3月20日 ○ 50 現状維持 D Ⅱ 0

605 1
小規模作業施設やまぶき

庵

小規模作業施設やまぶき

庵
教育課 22.00 木造 1998年3月1日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

1034 1 河後森城跡 馬屋 教育課 43.60 木造 2002年3月29日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0
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第２節 スポーツ・レクリエーション施設 個別施設計画 

 

【レクリエーション施設・観光施設】 

虹の森公園施設は、平成 30 年７月豪雨に被災したこともあり、改修を予定します。また、ユー

スホステル万年荘は、施設の老朽化により、劣化が著しい為改修を予定します。 

 

 

 

【スポーツ施設】 

屋内多目的広場は、雨漏りしており改修を予定します。 

 

 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

92 1 ふれあい交流館 ふれあい交流館 ふるさと創生課 1,371.88 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 2002年10月8日 ○ 80 現状維持 93 E Ⅱ 0

93 1 虹の森公園施設 おさかな館 ふるさと創生課 1,590.91 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1997年1月16日 ○ 80 現状維持 72 E Ⅱ 25,000

93 2 虹の森公園施設 地域物産センター ふるさと創生課 1,490.45 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1997年1月16日 ○ 80 現状維持 72 E Ⅱ 25,000

93 3 虹の森公園施設 第2駐車場便所 ふるさと創生課 90.48 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1998年3月27日 ○ 80 現状維持 E Ⅱ 0

95 1 虹の森公園展望休憩所 虹の森公園展望休憩所 ふるさと創生課 57.84 木造 2000年3月31日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

101 1 ユースホステル万年荘 宿泊施設 ふるさと創生課 504.21 木造 1957年8月1日 × 50 現状維持 71 E Ⅱ 15,000

101 2 ユースホステル万年荘 休憩所 ふるさと創生課 25.92 木造 1990年3月31日 ○ 50 現状維持 E Ⅱ 0

106 1
吉野西レクリエーション

広場休憩所

吉野西レクリエーション

広場休憩所
ふるさと創生課 19.87 木造 1985年8月7日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

107 1
松丸地区住民レクリエー

ション広場

松丸地区住民レクリエー

ション広場（クロッケー

広場）

町民課 19.87 木造 1985年3月30日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

110 1
松野町緑地等利用休養施

設（旧松野温泉）
公衆浴場及び休憩所 ふるさと創生課 254.32 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1977年3月30日 × 50 現状維持 B Ⅱ 0

110 2
松野町緑地等利用休養施

設（旧松野温泉）
公衆便所 ふるさと創生課 21.25 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1977年3月30日 × 50 現状維持 B Ⅱ 0

525 1 松野町農業公園 松野町農業公園管理棟 ふるさと創生課 292.25 木造 2003年5月30日 ○ 50 現状維持 100 E Ⅱ 0

525 2 松野町農業公園 松野町農業公園栽培温室 ふるさと創生課 816.00 鉄骨造 2003年5月30日 ○ 80 現状維持 100 E Ⅱ 0

1010 1 滑床養魚センター 滑床養魚センター ふるさと創生課 90.00 木造 1993年3月25日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

1010 2 滑床養魚センター 滑床養魚センター ふるさと創生課 547.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1993年3月25日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

50 1 松野町健康増進センター 松野町健康増進センター 教育課 565.80 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1979年1月31日 × 50 長寿命化 53 D Ⅱ 0

52 1 スポーツ交流センター スポーツ交流センター 教育課 1,803.23 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1992年10月19日 ○ 80 長寿命化 58 C Ⅰ 0

55 1 屋内多目的広場 屋内多目的広場 教育課 1,580.70 鉄骨造 2001年3月30日 ○ 80 長寿命化 51 C Ⅰ 49,022
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第３節 産業系施設 個別施設計画 

 

松野町総合営農指導拠点施設、松野町育苗施設、松野町梅加工施設は、建築から約 20 年が経過

し、改修が必要な箇所も出てきており、計画的に修繕事業を進める予定です。 

 

 

 

第4節 子育て支援施設 個別施設計画 

 

松丸保育園は、令和元年度に吉野生保育園と統合し、町内で唯一の保育園となっています。統合

による入園者の増加や、随所に劣化が見られる為、改修を予定します。なお、吉野生保育園は、急

傾斜地・施設の老朽化により、建物の活用が難しい為、解体を予定しています。 

 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

120 1
松野町総合営農指導拠点

施設
試験研修ハウス 農林振興課 1,569.60 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1999年5月1日 ○ 80 長寿命化 75 E Ⅱ 0

120 2
松野町総合営農指導拠点

施設
拠点施設外 農林振興課 331.18 木造 1999年5月1日 ○ 50 長寿命化 75 E Ⅱ 0

121 1 松野町育苗施設 育苗施設 農林振興課 924.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1998年10月30日 ○ 80 長寿命化 75 E Ⅱ 0

121 2 松野町育苗施設 育苗施設 農林振興課 66.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 2003年2月3日 ○ 80 長寿命化 E Ⅱ 0

122 1 松野町梅加工施設 松野町梅加工施設 農林振興課 328.78 軽量鉄骨造 2002年3月20日 ○ 50 長寿命化 75 E Ⅱ 45,000

136 1 林業用機械保管倉庫 林業用機械保管倉庫 農林振興課 113.00 鉄骨造 1980年3月30日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

390 1 目黒共同作業所 目黒共同作業所 総務課 135.78 木造 1985年5月30日 ○ 長寿命化 C Ⅲ 0

392 1 向井大型作業所 向井大型作業所 町民課 340.80 鉄骨造 1990年3月26日 ○ 80 現状維持 52 D Ⅱ 0

393 1 豊岡後共同作業所 豊岡後共同作業所 農林振興課 90.00 鉄骨造 1994年3月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

394 1
農山村多面的機能活用施

設

農山村多面的機能活用施

設
農林振興課 91.26 木造 1996年4月1日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

395 1 山菜等加工創作館 山菜等加工創作館 農林振興課 112.56 鉄骨造 1991年3月25日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

396 1 目黒特産品販売所 目黒特産品販売所 農林振興課 41.80 木造 1992年4月1日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

397 1 共同農機具保管施設 共同農機具保管施設 農林振興課 90.00 鉄骨造 1992年4月1日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

398 1 田舎みそ加工施設 田舎みそ加工施設 農林振興課 68.02 木造 1992年4月1日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

546 1
農産物処理加工施設（カ

ミナリ漬）

農産物処理加工施設（カ

ミナリ漬）
農林振興課 112.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1984年3月20日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

566 1 獣肉処理加工施設 獣肉処理加工施設 農林振興課 106.56 鉄骨造 2014年3月20日 ○ 80 長寿命化 F Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

113 1 松丸保育園 松丸保育園 町民課 1,326.42 木造 2003年2月28日 ○ 50 長寿命化 52 C Ⅰ 109,430

115 1 吉野生保育園 吉野生保育園 町民課 508.44 木造 1975年7月1日 × 50 廃止 C Ⅲ 0
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第５節 保健・福祉施設 個別施設計画 

 

【高齢福祉施設】 

高齢者共同生活住宅は、建物健全度が 90 点以上となっています。 

 

 

【保健施設】 

保健センターは、建物健全度が 75 点以上となっています。 

 

 

【その他社会福祉施設】 

松野町隣保館、森の国ふれあいセンターは、建物健全度が 40 点以下となっており、改修を予定

します。 

 

 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

112 1 高齢者共同生活住宅 高齢者共同生活住宅 保健福祉課 449.41 木造 2004年2月15日 ○ 50 現状維持 93 E Ⅱ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

118 1 保健センター 保健センター 保健福祉課 501.05 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1995年9月8日 ○ 80 現状維持 75 E Ⅱ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

116 1 松野町隣保館 倉庫 町民課 10.00 木造 2003年3月31日 ○ 50 長寿命化 B Ⅱ 0

116 2 松野町隣保館 本館 町民課 198.44 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1975年11月23日 × 50 長寿命化 36 B Ⅱ 71,438

117 1 森の国ふれあいセンター 倉庫 町民課 10.83 木造 2004年3月31日 ○ 50 長寿命化 B Ⅱ 0

117 2 森の国ふれあいセンター 調理場 町民課 24.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1985年9月25日 ○ 80 長寿命化 B Ⅱ 0

117 3 森の国ふれあいセンター 本館 町民課 264.60 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1978年11月6日 × 50 長寿命化 36 B Ⅱ 100,590
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第６節 医療施設 個別施設計画 

 

中央診療所は、町内唯一の有床診療所として、一次医療機関・在宅医療支援医療機関として今後

も必要な施設となっています。 

 

 

 

第７節 行政系施設 個別施設計画 

 

【庁舎等】 

松野町役場は、老朽化が進行し、耐震の基準も満たしていない為、現在新庁舎を建設中です。新

庁舎が完成後、令和３～４年度に廃止予定としています。 

 

 

【消防施設】 

防災無線中継局は、令和 3 年度廃止予定としています。消防車庫は、施設の老朽化が課題とな

っており、改修を検討します。 

 

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

429 1 中央診療所医師住宅 中央診療所医師住宅 中央診療所 169.64 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1982年6月18日 ○ 80 長寿命化 75 F Ⅲ 0

430 1 吉野診療所 吉野診療所 中央診療所 72.20 木造 1989年3月31日 ○ 50 長寿命化 75 F Ⅲ 0

431 1 谷口診療所 谷口診療所 中央診療所 143.54 木造 1956年1月31日 × 50 長寿命化 40 D Ⅲ 0

603 1 目黒診療所 目黒診療所 中央診療所 66.80 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1982年6月18日 ○ 80 長寿命化 58 E Ⅲ 0

1003 1 中央診療所 中央診療所 中央診療所 1,647.88 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1995年9月8日 ○ 80 長寿命化 75 D Ⅰ 20,000

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

1 1 松野町役場 庁舎 総務課 1,049.76 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1961年11月30日 × 50 廃止 A Ⅰ 1,533,513

1 2 松野町役場 庁舎 総務課 9.88 鉄骨造 1986年9月10日 ○ 80 廃止 A Ⅰ 0

1 3 松野町役場 書庫棟 総務課 178.77 鉄骨造 2000年5月8日 ○ 80 廃止 A Ⅰ 0

1 4 松野町役場 車庫 総務課 139.25 鉄骨造 1987年2月25日 ○ 80 廃止 A Ⅰ 0

1 5 松野町役場 車庫 総務課 69.78 鉄骨造 2000年5月8日 ○ 80 廃止 A Ⅰ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

123 1 防災無線中継局 防災無線中継局 防災安全課 3.61 軽量鉄骨造 1985年3月30日 ○ 50 廃止 C Ⅲ 0

125 1 松丸分団詰所 松丸分団詰所 防災安全課 15.75 鉄骨造 1987年2月25日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

126 1 松丸分団ポンプ車庫 松丸分団ポンプ車庫 防災安全課 21.00 鉄骨造 1986年7月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

127 1 延野々消防車庫 延野々消防車庫 防災安全課 20.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1975年11月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

128 1 豊岡後消防車庫 豊岡後消防車庫 防災安全課 20.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1976年11月10日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

129 1 豊岡前消防車庫 豊岡前消防車庫 防災安全課 20.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1980年1月7日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

130 1 富岡消防車庫 富岡消防車庫 防災安全課 20.00 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1979年11月20日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

131 1 目黒消防車庫 目黒消防車庫 防災安全課 33.95 木造 2015年2月19日 ○ 50 現状維持 F Ⅲ 0

132 1 吉野消防車庫 吉野消防車庫 防災安全課 25.94 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1984年3月20日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

133 2 蕨生消防車庫兼詰所 蕨生消防車庫兼詰所 防災安全課 54.00 木造 2016年2月29日 ○ 現状維持 F Ⅲ 0

1033 1 奥野川消防車庫兼詰所 奥野川消防車庫兼詰所 防災安全課 55.94 木造 2017年5月2日 ○ 50 現状維持 F Ⅲ 0
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【その他行政系施設】 

直営班事業所は、建物健全度が 75 点以上となっています。 

 

 

 

第８節 学校教育系施設 個別施設計画 

 

松野南小学校は、平成 29 年度末に閉校し、施設の新たな活用方針を検討しています。 

 

 

 

第９節 公園 個別施設計画 

 

公園の利用者の為の施設となっています。老朽化が進行しており、修繕の必要な箇所もありま

す。利用頻度が少ない施設もある為、今後の改修については、費用対効果を考慮した上で検討し

ていきます。また、伊井公園公衆便所は、利用頻度が少なく、老朽化が著しいため、取り壊しを予

定しています。 

 

 

 

 

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

111 1
木工工作所（旧老人憩い

の家）
老人憩いの家 総務課 45.13 木造 1991年12月24日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

135 1 直営班事業所 直営班事業所 建設環境課 284.00 鉄骨造 1992年10月4日 ○ 80 長寿命化 86 E Ⅱ 0

135 2 直営班事業所 直営班倉庫 建設環境課 200.00 鉄骨造 1993年3月31日 ○ 80 長寿命化 77 E Ⅱ 0

1024 1 使用済み乾電池保管庫 倉庫 建設環境課 9.40 木造 2015年8月11日 ○ 50 長寿命化 F Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

91 1 松野南小学校 松野南小学校校舎 教育課 1,056.40 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年3月31日 ○ 80 長寿命化 49 D Ⅱ 0

91 2 松野南小学校 体育館 教育課 680.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年3月31日 ○ 80 長寿命化 65 D Ⅱ 0

91 3 松野南小学校 倉庫 教育課 38.00 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅱ 0

91 4 松野南小学校 プール付属室 教育課 23.63 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅱ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

94 1
松野町河川公園やすらぎ

ゾーン（上流部）
便所棟 ふるさと創生課 30.42 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1996年3月29日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

1005 1 奥内農村公園公衆便所 公衆便所 農林振興課 5.50 木造 1994年12月26日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

1006 1 伊井公園公衆便所 公衆便所 建設環境課 9.61 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1990年3月15日 ○ 50 廃止 C Ⅲ 0

1007 1 文珠公園公衆便所 公衆便所 建設環境課 5.76 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1992年4月8日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

1008 1 天ヶ滝公園公衆便所 公衆便所 建設環境課 1.41 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1993年3月29日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0
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第10節 供給処理施設 個別施設計画 

 

町民が利用する施設ではありませんが、老朽化が進行している為、改修を検討します。 

 

 

 

第11節 その他施設 個別施設計画 

 

倉庫（旧タバコ乾燥場）は、半分を倉庫、半分を有害獣解体処理施設として使用しています。公

衆便所は、老朽化が進行している施設も多く、改修や取壊し等を検討します。 

 

 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

124 1 リサイクルセンター 事務所 建設環境課 75.56 鉄骨造 1996年8月16日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

97 1
滑床公衆便所（キャンプ

場）

滑床公衆便所（キャンプ

場）
ふるさと創生課 30.60 木造 1994年3月31日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

98 1
滑床レクリエーション広

場便所（第２駐車場）

滑床レクリエーション広

場便所（第２駐車場）
ふるさと創生課 36.66 木造 1993年3月5日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

100 1 滑床出合滑公衆便所 滑床出合滑公衆便所 ふるさと創生課 5.80 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1992年3月13日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

104 1 吉野生山村広場付帯施設 吉野生山村広場付帯施設 吉野生支所 30.68 木造 1988年8月18日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

105 1 俳句の小径休憩所・便所 休憩所 教育課 21.66 木造 1990年3月30日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

105 2 俳句の小径休憩所・便所 便所 教育課 9.97 木造 1990年3月30日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

108 1 日平鉱泉場 貯水槽 ふるさと創生課 21.76 鉄骨造 1976年12月3日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

108 2 日平鉱泉場 機械室 ふるさと創生課 10.00 鉄骨造 1976年12月3日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

109 1 日平鉱泉浴場 日平鉱泉浴場 ふるさと創生課 24.70 木造 1977年3月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

524 1
滑床駐車場便所（第１駐

車場）

滑床駐車場便所（第１駐

車場）
ふるさと創生課 30.40 木造 1991年3月13日 ○ 50 長寿命化 C Ⅲ 0

565 1 倉庫（旧タバコ乾燥場） 倉庫 総務課 626.64 鉄骨造 1990年10月1日 ○ 80 長寿命化 52 D Ⅱ 0

1016 1 県境休憩所・トイレ 休憩所 ふるさと創生課 23.60 木造 2016年6月10日 ○ 50 長寿命化 F Ⅲ 0

1016 2 県境休憩所・トイレ トイレ ふるさと創生課 10.85 木造 2016年6月10日 ○ 50 長寿命化 F Ⅲ 0

1023 1 雪輪の滝休憩所・トイレ 休憩所 ふるさと創生課 52.09 木造 2016年11月18日 ○ 50 長寿命化 F Ⅲ 0

1023 2 雪輪の滝休憩所・トイレ トイレ ふるさと創生課 20.34 木造 2016年11月18日 ○ 50 長寿命化 F Ⅲ 0
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第12節 上水道施設 個別施設計画 

 

上水道施設は、町民が利用する施設ではありませんが、施設の老朽化が課題となっており、改修

を検討します。 

 

 

  

財産

番号

整理

番号
施設名称 建物名称 所属課

延床面積

(㎡)
建物構造 建築年月日

新耐震

基準

目標

耐用

年数

方針
建物

健全度

工事保全

優先度

施設

重要度

更新費用

10年計(千円)

<実施計画＞

433 1 松丸浄水場 調整室 建設環境課 2.55 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1955年3月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

433 2 松丸浄水場 滅菌室 建設環境課 2.60 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1955年3月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

434 1 豊岡後浄水場 滅菌室 建設環境課 6.60 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1977年3月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

435 1 豊岡前浄水場 滅菌室 建設環境課 8.75 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1983年3月1日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

436 1 川の内ポンプ室 川の内ポンプ室 建設環境課 3.40 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1983年3月1日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

437 1 富岡浄水場 富岡浄水場 建設環境課 1.70 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1983年3月1日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

439 1 目黒浄水場 滅菌室 建設環境課 12.76 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1975年3月1日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

440 1 奥野川第１浄水場 電気室 建設環境課 8.34 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1991年3月25日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

440 2 奥野川第１浄水場 滅菌室 建設環境課 8.34 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1991年3月25日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

441 1 葛川浄水場 電気計装室 建設環境課 5.12 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1999年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅲ 0

441 2 葛川浄水場 滅菌室 建設環境課 6.21 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1999年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅲ 0

441 3 葛川浄水場 ポンプ室 建設環境課 6.27 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1999年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅲ 0

442 1 遊鶴羽共同浄水場 滅菌室 建設環境課 1.50 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1986年2月16日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

604 1 水道資材倉庫 倉庫 建設環境課 34.00 鉄骨造 1991年3月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

606 1 小屋の川ポンプ室 ポンプ室 建設環境課 5.76 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 1972年3月31日 × 50 長寿命化 C Ⅲ 0

607 1 榎谷ポンプ室 ポンプ室 建設環境課 3.42 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1993年3月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

608 1 奥野川第２浄水場 電気室 建設環境課 7.84 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1993年3月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

608 2 奥野川第２浄水場 滅菌室 建設環境課 5.29 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1993年3月31日 ○ 80 長寿命化 C Ⅲ 0

609 1 葛川高区ポンプ室 電気室及び滅菌室 建設環境課 6.21 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1999年3月31日 ○ 80 長寿命化 D Ⅲ 0
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第７章 計画のフォローアップ 

 

第１節 情報基盤の整備と活用 

施設マネジメントシステムを活用して、施設の基本情報、光熱水費をはじめとする維持管理運

営経費、工事履歴や劣化調査結果等を一元管理していきます。 

 

第２節 推進体制の整備 

計画の推進にあたっては、公共施設マネジメント担当課を中心とした全庁的な体制で対応を図

ります。また劣化調査や日常の施設管理の質を向上させるため、施設所管課と公共施設マネジメ

ント担当課が協力し、調査の実施や不具合箇所の早期把握と対応を行っていきます。 

 

第３節 フォローアップ 

本計画は、対象施設の改修や建替えの方針及び工事概要を計画づけるものです。計画に位置付

けられた事業は、優先度判定や事業の方向性検討等の手続きを経て予算要求することとし、当該

年度の予算査定において与えられた財源の中で確定するものとします。 

また実施計画及び各年度の工事実績についても施設マネジメントシステムにおいて管理し、翌

年度以降の展開に向けて適宜、見直しを行うことで、計画の確実な推進を図ります。 

 

 

 

  



 

 

 

 

松野町公共施設個別施設計画 

令和 3 年３月 

 

松野町 総務課 
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